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議会基本条例推進委員会記録 

 

１．期日   令和 2 年 2 月 13 日(木)                          開会 14 時 30 分 

                                  閉会 14 時 58 分 

２. 場所   第 1 委員会室 

 

３．議題  議会報告会・意見交換会（シェアにのみや）の開催について  

 

４．出席者  小笠原委員長、一石副委員長、善波委員、羽根委員、二宮委員、露木委員、

渡辺委員、大沼委員、前田委員、野地議長 

   傍聴議員  4 名 

事務局  3 名（局長、庶務課長、主事） 

傍聴者  0 名 

 

５．経過 

 

議長あいさつ 

                                       

議会報告会・意見交換会（シェアにのみや）の記録の確認及びホームページへの掲示につい 

て 

 

委員長   今回風邪を引いて声が出ないので、議事進行を副委員長にやってもらう。

まずは議長より一言挨拶願う。 

 

議長     議会報告会・意見交換会は基本的には議運の後で開催して早めに会場の設 

定とテーマを決めようという話が以前あったかと思うので少しずれている 

とは思うが皆様の協力を得ながらスムーズに迎えられるようにお願いする。 

 

委員長   皆様の手元に議題がある。議会報告会・意見交換会（シェアにのみや）に 

ついてである。議題にそって副委員長から進めていただく。 

 

副委員長  お配りしたレジュメにそって進める。開催日時についてである。これにつ 

いては、まずおことわりしなければいけないのが、ここのところラディアン 

展示ギャラリーにて「シェアにのみや」を開催していたが 1 月の段階で 3 月 

議会ごろの空きが 5 月 11 日しかなく、6 月議会が近いことから本日 2 か所 

を取らせていただいた。展示ギャラリーの使用については、オープンスペー 

スなので参加されない方も、通りがかりの方も、参画、情報共有、見かける 

程度でも町民の多くの方とかかわることができるので次回からは早く押さ 

える方向で動いていく。開催日程候補として 4 月 24 日の金曜日午後 6 時 30 

分から午後 8 時 30 分まで、ラディアン、ミーティングルーム 1。2 日目は、 

4 月 25 日土曜日、3 時から 5 時まで一色コミュニティセンターとなる。これ 

についてご意見あるか。無いようなのでこれで決定させていただく。内容に 

ついては第 1 部が議会報告会、新年度予算審査の概要。第 2 部が意見交換会 

で、皆様と色々な意見を交わした結果として 3 つのテーマが上がっている。 

1 つが予算、2 つ目が吾妻山、3 つ目が困りごと大雑把なテーマだがこの 3 
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つが上がっている。これについてご意見いただけたらと思う。 

 

渡辺    吾妻山のことだが、結構範囲が広いので吾妻山のなんとかとか、吾妻山の 

必要とか、観光以外の吾妻山の、開発というと変だがそのへんを一言と付け 

加えないと皆ばらばらに考えてしまう。ちなみに私は、今菜の花で観光が盛 

り上がっているが、20 年前、30 年前を思い起こすと、日常的に自分の年代 

があったが吾妻山使っていた気がする。そういう意味で吾妻山の日常的な吾 

妻山活用というか、少し言葉が硬いが私としてはそんなことをイメージした。 

 

露木    今の渡辺委員の話で大きいと思うが、来る方は自分も使っていれば自分の

吾妻山だし、さっき言っていたようにもっと産業に活用すべきだというイメ

ージで来るので。そこをこっちで制限しないで、たとえば「私の吾妻山、み

んなの吾妻山」というようにタイトルを少し工夫してどちらも来ていただき

テーブルでうまくファシリテーターというか司会進行をしっかりやってい

くということでよいかなと思う。あえてどちらかにする必要はないと思う。 

 

羽根    前回のときに意見をいただいたのが、困りごとで幅が広いと、意見を言い 

出しにくい。絞ってもらった方がよいということを町民の方から言われた。 

この間も色々なことを話したいという方がいらっしゃってファシリテータ 

ーの方が絞りましょうかと言って絞ってもらったが、そういう運びでよいの 

か、私はどちらがよいとは何とも言えないところがあるがいかがか。 

 

副委員長  今の羽根議員の意見だが、来られた方から出た意見である。準備で私たち 

の話し合いの中では介護、認知症、移動のこととか多様な困りごとがあるの 

で、色々な方がいるので、そういう多くの方にアクセスしやすいようなこと 

で困りごとにした。 

 

羽根    色々な方から困りごとを言っていただいたが、うまくいけばそのグループ 

内で解決できたりとか、この着地点をどこにもっていけたらよいのか。 

 

副委員長  シェアにのみやは着地点として対話して共有するということがまずある。 

それについて議会が情報をもっていたら出すと。今回も専門的な知識をもっ 

ている方を呼ぶ案も準備する段階で出た。 

 

議長    羽根委員のことだが、困りごとというと、たとえば 10 人の違う困りごと 

をもっていると想定される。10 人対してどうしていくのかという話し合いを 

しなくても意見交換会でよいのではないかと思っている。10 人の方が介護の 

ことで困っている、もしくは通学路のことで困っている、困りごとご意見を 

承るだけでも十分な大切な時間になるかなと考えている。最終的にここまで 

もっていかなければとなると、少し重くなってしまうのでそれはいいのかな 

と感じている。 

 

副委員長  テーマ次第では議会活動に直結することもある。 

 

二宮    総務建設経済常任委員会で吾妻山の活性化について行っているが、今回 
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吾妻山ということで方向性を定めないでやればたくさんの意見がいただけ

るかなと思う。健康のために色々な道具をそろえてほしいという方もいたら、

今委員会でやっている登るためにもう少し整備してほしいという声もある

と思うし、いろいろな二宮町で町民の方が吾妻山をどうしていきたいのかと

いうたくさんの意見があってもよろしいかと思うので固定しない方がよろ

しいかと思う。 

 

副委員長  チラシを作るが、その時の呼び方も吾妻山だけで良いということか。チラ 

シを載せる文言についてはいかがか。 

 

二宮    将来的に何を思うか、今後の吾妻山についてあなたのご意見は。そういう 

方向性がつくと、キャッチフレーズが。 

 

副委員長  いかがか。キャッチは。 

 

二宮    欲しい。 

 

露木    キャッチコピーはなかなか正式会議では出づらくて、フラットな雑談の中 

で自分が山に登ったときに感じたり、トイレに入っているときに感じたりす 

るものなので今ここで出すのは難しい。皆さん思い浮かんだら        

私がたぶんチラシを作ると思うので、メールで思いついたらすぐ送っていた 

だきたい。たぶんそれが一番新鮮な状況なので。そういうかたちで集めてみ 

て私も何パターンか提示させてもらう。 

 

副委員長  今言われたようにいつも露木議員に作っていただいているが、露木議員に 

アイデアを寄せてほしい。最終的には、委員長、副委員長、露木議員で決め 

させていただきたいと思う。 

 

議長    今露木議員が作るものだということで終わったが、私としてはどなたか他 

の方にも声かけしてやりたいという人をまず 1 回聞いてみたい。それで、も 

し、いらっしゃらなければ露木議員にお願いしてもよろしいかと皆様のご賛 

同をいただきたいと思う。 

 

副委員長  今議長から意見いただいたようにチラシを作ることについてご協力して 

いただける方いらっしゃるか。それでは絶大な能力をもつ露木議員にお願い 

したいと思う。 

      （「異議無し」との声あり） 

それでは吾妻山について出たが、困りごとと予算についてはいかがか。ご

意見は特にないか。 

 

 

露木    一つ作る方として確認したいのは予算というのは数字でいう予算もあれ 

ば事業全部が予算に絡むということがある。何か出てきたときに困っていな

くても困りごとというわけ方がいいかどうか考え直すが、困りごとのグルー

プに入れるべきなのか、予算といったときに数字の部分で財政という意味合



 4 

いで皆さんが予算とおっしゃっているのか、そこだけ確認をしていただかな

いとキャッチコピーがずれる可能性があるのでその点だけお願いする。 

 

副委員長  皆さんに予算という言葉を出すことについてどういうイメージをもってい 

られるか伺いたい。 

 

小笠原    事業全体では。 

 

議長     今まではその他、財政についてグループを作ったこともあるかと思う。行 

政のことを承知している方々は、1 個 1 個の困りごとを、もう少し大きく、 

たとえば道路でもよいか、下水道でもよいが、この予算で何ができるのか、 

何をやるのか、僕たちにどういう影響があるのか聞いていらっしゃる方もい 

る。先ほどの打ち合わせの中でもあったかのようにそういう方々も入れるよ 

うなものにしておきたい。その他財政についてでもよいのかもしれないが。 

予算についての議会報告会なので。様々な事業についてでもいいし、予算に 

絡むことは少しそこで表現をしておきたい。 

 

露木     結局どっちなのか。 

 

副委員長   一言で言うと何か。 

 

議長     財政。 

 

露木     歳入がどうか含めて。 

 

委員長    吾妻山に関してはキャッチなコピーを入れたいと思うが、困りごとに対し 

ては困りごとで、「介護、移動サービス、子育て」とかを入れれば別にキャッ 

チコピーが無くても困りごとでやればキャッチコピーがいらないと思う。予 

算というか財政のこともその他財政のことで特に奇抜なキャッチを入れな 

くてもむしろ固い感じでよいのではないかと思う。それが求めている人のニ 

ーズに合うと思う。 

 

副委員長    いかがか。内容についてはこの 3 つでいくということでよろしいか。財 

政、吾妻山、どのように書くかはこれから意見を。チラシの発注の予定もあ 

るので議会終了時にはまとめたいと思っているのでよろしく願う。 

 

前田     確認させていただきたい。最初に挙げられた予算、吾妻山、困りごととい 

うテーマでよろしいのか。たとえば予算の中でこんな予算配分でお前らよく 

納得しているなとか、出てくる可能性もある。財政全般も必要だが予算配分 

についての意見も伺う必要もあるかと思うので財政としてあげる必要がな 

いと思うが。内容が違ってくると思うが。 

 

副委員長   そうだが予算 1 部で新年度予算審査の概要をやって、この間は質問はワー 

クショップの中でと言うことだったが、今回は予算についての質問の場を設 

けるかどうか。 
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前田    予算と財政とは別物である。そのへんをどうするか、すっと通さないで皆 

さんの意見を伺ったほうがよいのでは。 

 

副委員長  さきほど財政というところで意見が出たと思うが。 

 

露木    私のイメージとして前田さんのおっしゃったのは、財政規模とか、そうい 

う意味で今おっしゃったことが財政だと思っていた。チラシを作るというと 

ころで皆さんに私は聞きたかった。予算、単価をお金として考えるのか、予 

算事業を全部入れてくるのか、という意味ではまずそこはお金の部分でとい 

うのは共通したと思ってよいのか。整理としては。そこで共通されているの 

であれば、かつ今の話はちょっとよく分からなくなるが。イメージしている 

のが皆違うのか。 

 

渡辺    来て、どっちに入りたいかと言われたときに、上記の財政の見通しをもっ 

と物申したいというなら完璧に財政の方である。公園のベンチをちょっと直 

してほしいとなると困りごとである。その間のところがあるという感じであ 

る。学校の ICT の機械が遅れたと、それは困りごとなのか、それとも予算の 

枠の教育費が足りなかったとか、そうなるとどっちに入ってくださいと聞か 

れると、ああ、じゃあこっちですと、そこの線引きをどうするかみたいなと 

ころだと思った。どこで線引きするのか難しい。 

 

前田    財政と予算の言葉の定義を見ていくとまるっきり違う。財政は経済活動等 

要するもの、予算とは何かをするときに必要なものというところで財政イコ

ール予算ではない。言葉の定義が違う。現実に財政と言うのは二宮町を運営

していく上で、歳入・歳出そういったところから出てくる二宮町の経済的な

運営を図っていくための計画であり、予算とはそれぞれの事業を実施しして

いくための計画である。そういったところから見ても財政と予算とは異なる

ものだと私は認識していたが、そのへんはどうか。 

 

露木    「二宮町のお金について」とか、そういうシンプルなところでどうか。財 

政がどう、予算がどう、というよりは。そういうふうにするとお金に焦点が 

いっちゃう方がいらっしゃるし。さっき教育の話が出たが、あれをもし困り 

ごとにするのであれば、さっき小笠原委員長が言った困りごと（認知症。子 

育て）となると狭まるから、そこを逆に入れたほうがいいのかなと。今の話 

からすると。 

 

副委員長  「二宮町のお金」にしてはどうかと意見が出たが、それでよろしいか。 

      （「良いのでは。良いと思う」という声あり。） 

それでは、二宮町のお金、吾妻山、困りごとの 3 つで進めていきたいと思う。

役割分担に関してはまだ時間があるので、おって決めていきたいと思う。シ

ェアにのみやについてはこれで終了する。模擬報告会の日程は 4 月 14 日 9

時半となった。 

 

議長    開催日時の集合時間について特にコメント無かったが、そこを 1 回つめて 
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いただくのと、4 番の役割分担についてまた一回と言ったが正副で決めてい

ただき、仮に名前を入れて示していただいた方がよろしいのかと思う。 

 

      （「異議無し」との声あり） 

 

副委員長  役割分担についてだが、委員長から資料作成と司会を今日決めたいと意見 

が出た。資料作成は、第 1 部は、特別委員会委員長の善波副議長で、第 2 部

の方はまだ資料は分からないので。当日の司会については、正副で相談する。

今議長から話があった集合時間だが、これもこちらで決めて皆様に配信させ

ていただく。 

 

議長     今、集合時間を決めてしまえばよろしいかと。 

 

副委員長   それでは 4 月 24 日は 5 時 50 分に集合、4 月 25 日は 2 時 20 分に集合であ 

る。シェアにのみやは以上とする。その他何かあるか。 

 

露木     基本条例推進委員会で、さきほど皆で意見交換したときに、議会報告会、 

意見交換会について改めて目的とか見てみようと思ったときに、基本条例の

第 14 条に議会報告会及び意見交換会ということで記載がある。そこには議

会は町民にその活動を広くしらせるため、議会報告会を開催する。2 前項に

定める報告会の他、議会は政策形成に関する事項および町政に関する意見交

換を行うため町民と開催すると掲げている。前段の議会は活動を広く町民に

知らせるために議会報告会を開催するというところでは、私は広く知らせる

ためというのは情報提供する手段であって、目的としては、これはいろいろ

皆さんの話し合いが必要だが、たとえば町民の皆さんの町づくりに参加する

ためとか、そういった目的があってこその情報提供だと思うので、その辺の

言葉や先ほど言った意見交換を行うために意見交換会を開催するというの

は目的と手段が同一になってしまっているところがある。これについては基

本条例の方で今後課題として考えていければと思い、お願いする。 

 

副委員長  露木議員からこのような意見があったがいかがか。第 26 条に議会がこの 

条例の目的が達成されているかどうか警鐘を随時行い、制度の改善が必要な 

場合において条例の改正を行うと当時の作られた方が一文を入れている。 

時々に合わせて改善し、進化していくということなので、今露木議員からい 

ただいた意見について議会基本条例として会議で皆様と諮っていきたいと 

思う。他に無ければ以上で終わりにする。 

 

閉会 14 時 58 分 


